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Ⅰ．ごあいさつ及び環境経営方針

＜環境経営理念＞

＜環境保全への行動指針＞

１ ． 環境関連法令やその他の要求事項、当社が約束したことを遵守します。

２ ． 環境経営目標を定めて定期的に見直しを行い、継続的改善に努めます。  

３ ． 二酸化炭素排出量（電力・ガソリン・軽油・灯油使用量）の削減に取組みます。 

４ ． 水使用量削減に取組みます。

５ ． 事業活動によって発生する廃棄物の削減と適正な分別回収を行い、再資源化に努めます。

６ ． 化学物質の適正管理を推進します。 

７ ． 環境に配慮した製品の設計、製造、販売を推進します。

山田秀昭

制定日： 2020年2月1日

代表取締役

有限会社山秀工業所は、鉄鋼・非鉄金属加工を活動事業とする会社です。
2000年2月の設立より20年多くのお客様よりご信頼ご支援を賜り成長して参りました。
この度当社は、今後の新たな歩みの一歩として、地球環境に配慮した経営を行うべく、エコアクション21に基づく環
境経営システムを構築し運用開始致しました。
ここに、全従業員に周知徹底し、環境意識を高め、環境負荷の低減に努めていくことをここに宣言します。

環境経営方針

当社は、地球環境の保全と調和に配慮し、「省資源」「省エネルギー」活動に努め、金属加工を業務とする事業者の
責務として、これからの循環型社会への責任を果たします。
そして環境経営システム（エコアクション21）にのっとり、 全従業員が自主的・積極的に環境保全活動に取組みま
す。

ごあいさつ
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Ⅱ．組織の概要

（１） 名称及び代表者名
有限会社山秀工業所
代表取締役　山田　秀昭

（２） 所在地
本社工場 兵庫県神戸市西区見津が丘1丁目1-3
第２工場 兵庫県神戸市西区見津が丘6丁目14-1

姫路工場 兵庫県姫路市飾東町塩崎929

（３） 環境管理責任者氏名及び担当者連絡先
責任者　 代表取締役 山田　秀昭 TEL：078-995-1102

担当者 部長 山内　智也 TEL：078-995-1102

（４） 事業内容
鉄鋼・非鉄金属の加工

（５） 事業の規模

売上高 千円 （2022年度） ※暫定数値　2023年2月13日時点

従業員数　　　　　
延べ床面積　　　
備考

（６） 事業年度 1 月 1 日 ～ 12 月 31 日

Ⅲ．認証・登録の対象組織・活動

登録組織名： 有限会社山秀工業所

対象事業所： 本社工場
第２工場
姫路工場

活動： 鉄鋼・非鉄金属の加工

Ⅳ．事業内容の紹介

、

外注業者2名委託(×0.5）含 外注業者2名委託(×0.5）含

20 1 1 22
（㎡） 1,716 660 500 2,876

512,320
本社工場 第２工場 姫路工場 合計

（名）

◇事業内容：鉄鋼・非鉄金属の加工

各種金属長尺曲げ加工・レーザー加工・溶接加工・機械加工・組み立て・塗装

◇自社一貫生産：設計・企画から製作・検査・現場設置までの全てを当社で一貫生産することにより、コストダウンと高い品質を実現。

価格・仕様などお客様のあらゆるニーズに応えています。

◇多種多様な製品に対応：コンベア部品、車両部品、建機部品、医療機器、磁場発生装置、各種金属曲げ加工・ロール加工品、機

械加工品、完成塗装品等

本社工場 第２工場 姫路工場
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Ⅴ．環境経営組織図及び役割・責任・権限表 更新日：

・決められたことを守り、自主的・積極的に環境活動への参加

1900年1月0日

・環境経営目標・環境経営計画書を承認

・代表者による全体の評価と見直し、指示

・環境経営レポートの承認

・環境経営システムの実施に必要な人、設備、費用、時間等経営資源を準備

・環境管理責任者を任命

・経営における課題とチャンスの明確化／環境経営方針の策定・見直し

役割・責任・権限
代表者 ・環境経営に関する統括責任

・環境経営レポートの確認

環境事務局 ・環境管理責任者の補佐、の事務局

・環境負荷の自己チェック及び環境への取組の自己チェックの実施

・環境経営目標、環境経営計画書原案の作成

環境管理責任者 ・環境経営システムの構築、実施、管理

・環境関連法規等の取りまとめ表を承認

・環境経営目標・環境経営計画書を確認

・環境活動の取組結果を代表者へ報告

（部門長会議） ・環境活動実績の確認・評価　・全体的な見直しのために必要なデータを集計

・自部門における環境経営方針の周知

・自部門の従業員に対する教育訓練の実施

・自部門に関連する環境活動計画の実施及び達成状況の報告

・自部門に必要な手順書の作成及び手順書による実施

・環境関連の外部コミュニケーションの窓口

・環境経営レポートの作成、公開（事務所に備え付けと地域事務局への送付）

環境委員会 ・環境経営計画の審議　        ・原則として3カ月に1回開催し実施状況の確認と必要な措置を検討

・環境活動の実績集計

・環境関連法規等取りまとめ表の作成及び最新版管理

・環境関連法規等取りまとめ表に基づく遵守評価の実施

全従業員 ・環境経営方針の理解と環境への取組の重要性の自覚

・自部門の想定される事故及び緊急事態への対応のための手順書作成

・試行・訓練を実施、記録の作成

・自部門の問題点の発見、是正、予防処置の実施

代表者

本社工場 第2工場
姫路工場

※外注業者への委託

環境管理責任者

環境事務局

環境委員会

（部門長会議）
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Ⅵ．主な環境負荷の実績

　　電力使用量

　　ガソリン使用量

　　軽油使用量

　　灯油使用量

注1）　二酸化炭素排出係数 kg-CO2/kWh 関西電力（株）2018年度の調整後の係数　

Ⅶ．環境経営目標及びその実績

⑴　中期目標

　　電力

　　使用量削減

+
　　ガソリン

　　使用量削減

　　軽油

　　使用量削減

　　灯油

　　使用量削減

　　一般廃棄物 ( ) ( )

　　削減

　　産業廃棄物

　　削減 +

ⅲ．水道水使用量

削減 +

ⅳ．化学物質の適正管理 ( ) ( )

実績把握 ( ) ( )

ⅴ．環境配慮の製品作り

　　不良数低減 ( ) ( )

　　顧客クレーム数削減 ( ) ( )

注1）　二酸化炭素排出係数 kg-CO2/kWh 関西電力（株）2018年度の調整後の係数　

注2）　基準年度について　　2021年度までは基準年度を2019年度とした目標、2022年以降は2021年度を基準年度とした目標と設定する。

注3）　2019年9月に第2工場移転・稼働に伴う事業活動量の増加を考慮し、

         2020年度および2021年度の目標値は、電力使用量、産業廃棄物、水道水使用量について基準年度アップで設定している。

注4）　不良数低減と顧客クレーム数削減の2020年度の（）内数値は4月から12月のデータ。　

ⅰ．二酸化炭素総排出量 kg-CO2 279,858 276,525 258,907 216,788

項　目 単位
2019年度

（1月～12月）
2020年度

（1月～12月）
2021年度

（1月～12月）
2022年度

（1月～12月）

ⅱ．廃棄物排出量 ｔ 実績不明 15.25 8.25 7.21

L 14,643 12,534 13,427 11,177

L 2,243 3,331 1,971 1,468

ｋWh 663,527 668,926 623,618 532,714

L 6,126 5,130 4,510 2,529

ⅲ．水使用量 ㎥ 348 447 347 299
　　　産業廃棄物排出量 ｔ 8.78 12.19 5.37 5.34
　　　一般廃棄物排出量 ｔ 実績不明 3.06 2.88 1.87

ⅰ．二酸化炭素使用量削減
kg-CO2 279,858 300,855 275,894 258,907

2022年度 2023年度

基準年度 目標 目標 基準年度 目標 目標

0.334

　　　　　　　　  　年　度
　　項　目

2019年度 2020年度 2021年度 2021年度

611,146
kg-CO2 221,618 243,780 219,402 208,288 206,206 204,123

ｋWh 663,527 729,880 656,892 623,618 617,382

256,318 253,729

4,465 4,420
kg-CO2 14,222 13,937 13,795 10,471 10,366 10,262

対基準 10% -1% -1% -2%

L 6,126 6,003 5,942 4,510

13,293 13,158
kg-CO2 38,429 37,660 37,276 35,236 34,884 34,532

対基準 -2% -3% -1% -2%

L 14,643 14,350 14,204 13,427

ⅱ．廃棄物排気量 実績把握 実績把握

1,951 1,931
kg-CO2 5,589 5,478 5,422 4,911 4,862 4,813

対基準 -2% -3% -1% -2%

L 2,243 2,198 2,176 1,971

2.82

対基準 -1% -2%

kg 実績不明 3.06 2.88 2.88 2.85

対基準 -2% -3% -1% -2%

340

対基準 30% -1% -1% -2%

㎥ 348 452 345 347 344

5.26

対基準 20% -1% -1% -2%

ｔ 8.78 10.54 8.69 5.37 5.32

-1% -2%
実績把握 実績把握

241

アセトン(kg) 28 28 28 28 27

実績把握 実績把握

トルエン（L)
実績不明

146 246 246 244

-5% -6%

0.334

88

96 40 45 38 38
件 実績不明

102 94 94 89
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⑵　2022年度の実績

　　電力

　　使用量削減

　　ガソリン

　　使用量削減

　　軽油

　　使用量削減

　　灯油

　　使用量削減

　　一般廃棄物

　　削減

　　産業廃棄物

　　削減

ⅲ．水道水使用量

削減

ⅳ．化学物質の適正管理

削減

ⅴ．環境配慮の製品作り

　　社内不良数削減

　　顧客クレーム数削減

注1)　評価欄にて、○：達成（100％以上）、△：やや未達成（95％～100％未満）、×：未達成（95％未満）

注2)　対基準の計算は（実績/基準－1）×100、達成度は目標/実績×100による。

　　　　　　　　　　　　  　年　度
　　項　目

基準 実績

2021年度 運用期間2022年1月～12月

（1月～12月） 目標

対基準

ｋWh 623,618 617,382 532,714 115.9%

実績 達成度 評価

ⅰ．二酸化炭素使用量削減
kg-CO2 258,907 256,318 216,788 118.2% 〇

L 4,510 4,465 2,529 176.5% 〇

対基準 -1% -15%

〇
kg-CO2 208,288 206,206 177,926

L 13,427 13,293 11,177 118.9% 〇

対基準 -1% -44%

kg-CO2 10,471 10,366 5,872

L 1,971 1,951 1,468 132.9% 〇

対基準 -1% -17%

kg-CO2 35,236 34,884 29,333

ⅱ．廃棄物排出量削減

t 2.88 2.85 1.87

対基準 -1% -26%

kg-CO2 4,911 4,862 3,657

対基準 -1% -1%

㎥ 347 344 299

ｔ 5.37 5.32 5.34 99.6% △

152.5% 〇

対基準 -1% -35%

対基準 -1% -27%

アセトン(kg) 28 28 0

トルエン（L) 246 244 179 136.1% ○

114.9% 〇

対基準 -1% -14%

124.0% 〇

対基準 -5% -23%

件 94 89 72

○

対基準 -1% -100%

対基準 -5% 13%

件 40 38 45 84.4% ×
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Ⅷ．環境経営計画の取組結果とその評価、次年度の環境経営計画
数値目標：○達成　×未達成

活動：◎よくできた　○まあまあできた　△あまりできなかった　×全くできなかった

ⅰ．二酸化炭素排出量削減

電力使用量削減

電力
使用量削減

(kWh) 合計

2019年 663,527

2020年 668,926

2021年 623,618

2022年 532,714

数値目標 〇 目標達成

空調温度の適正化（冷房２８℃　暖房２０℃） 〇 適切に行うことできた。次年度も引き続き取り組む

達成状況 取組結果とその評価、次年度の取組計画

　　　　　　　　　　　　  　年　度
　　項　目

基準 実績
2021年度 運用期間2022年1月～12月

（1月～12月） 目標 実績 達成度 評価

照明設備にLEDを導入 ◎ 導入前の2019年度比で83％、2020年度比で80％の電力使用量に貢献

省エネタイプの生産設備の導入 ◎ 導入前の2019年度比で83％、2020年度比で80％の電力使用量に貢献

不要照明昼休みの消灯・PC未使用モニタ電源OFF 〇 適切に行うことができた。消し忘れなど不要照明の消灯を徹底する

電力削減に対する意識付けの徹底 /社内掲示 〇 一定程度の広報はできた。来期は一層積極的に取り組む

対基準 -1% -15%

kg-CO2 208,288 206,206 177,926
ｋWh 623,618 617,382 532,714 116% 〇

55,899 66,013 57,697 54,919 43,867 51,02649,243 75,771 54,328 51,446 47,796 55,521

7月 8月 9月 10月 11月 12月1月 2月 3月 4月 5月 6月

45,571 52,579 49,776 46,685 40,082 44,99357,813 81,533 59,378 51,844 47,292 46,072
50,555 71,579 75,890 47,377 45,193 46,03255,237 73,987 62,474 55,827 37,024 47,751

＜総括＞
□　電力使用量は目標に対し116％で達成、対基準年度では15％の削減となった。
　　　ポイントは大きく次の4点が複合的にあわさった結果と考えられる。
⑴　働き方改革による作業効率向上
⑵　従業員の節電意識の向上
⑶　新設備導入による省エネ推進
⑷　第２工場の第４四半期からの稼働減少、会社全体の生産減少

⑴　働き方改革も含めた作業効率向上      ：　２０２１年４月から実施した働き方改革による、残業時間の減少により、従業員全体に業務効率の向
                                                              上が浸透。製造各部門の連携強化により作業効率の工場につながった。
⑵　従業員の節電意識の向上　　　　　      ：　EA２１の取組により従業員全体に節電意識の向上や環境改善への意識が広まった。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　本社工場の建屋を二分割し、領域毎に消灯や空調の電源作動を行うなど節電に努めています。
⑶　新設備導入による省エネ推進　　　　　 ：  ２０２１年５月に省エネ高効率の最新鋭生産設備（非運転時自動運転オフ）を導入したこと、
                                                              同１１月に本社工場の照明設備を水銀灯からLEDに転換。
⑷　工場の稼働状況の変動 　　 　　　　　　： 経営環境の変化により2022年9月より第2工場の操業の一時縮小を行なった。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　会社全体としても2022年度は前年比で生産が減少しており電力使用量に影響を及ぼした。

＜次年度目標＞
当社のCO2排出量のうち電力使用量に由来するものが８割強と大きく占めている。引き続き作業効率の向上、社内の節電意識向上を図っていく。

41,660 53,862 52,288 43,972 33,577 32,84942,658 55,458 58,217 46,870 32,023 39,280

663526.6875668926.065 623618
532714

0

200000

400000

600000

800000

電力（kWh）

2019年 2020年 2021年 2022年
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ガソリン使用量削減

ガソリン
使用量削減

(L) 合計

2019年 6,126

2020年 5,130

2021年 4,510

2022年 2,529

＜総括＞

軽油使用量削減

軽油
使用量削減

(L) 合計

2019年 14,643

2020年 12,534

2021年 13,427

2022年 11,177

＜総括＞

営業・配送活動の効率化（運行日報による把握） 〇 効率的な営業・配送活動を実施できた。

急加速・急停車防止 ○ 普段より安全運転に注意しておりできたと考える。

達成状況 取組結果とその評価、次年度の取組計画
数値目標 〇 目標達成

kg-CO2 10,471 10,366 5,872

実績 達成度 評価
L 4,510 4,465 2,529 177% 〇

不要なアイドリングストップ 〇 適切に行うことができた。更に意識をしエコドライブを実行する。

　　　　　　　　　　　　　  　年　度
　　項　目

基準 実績
2021年度 運用期間2022年1月～12月

（1月～12月） 目標

7月 8月 9月 10月 11月 12月1月 2月 3月 4月 5月 6月

対基準 -1% -44%

471 407 554 307 433 350484 457 584 436 312 335
497 489 504 497 498 587517 508 465 491 530 542

163 174 241 205 225 346133 175 257 174 138 298
498 326 440 409 347 390248 328 394 320 382 426

不要なアイドリングストップ 〇 適切に実施できた。安全運転を意識をし更なるエコドライブを実行する。

　　　　　　　　　　　　　  　年　度
　　項　目

基準 実績
2019年度 運用期間2022年1月～12月

（1月～12月） 目標

トラック配送の効率化（運行日報による把握） 〇 配送部門との連携強化よる効率が向上。次年度は更に進めていく。

急加速・急停車防止 ◎ 普段より安全運転に注意しており適切な取り組みができた。

ガソリン使用量は目標に対し177%で達成、対基準年度では44％削減。

営業・配送用にライトバンを使用しているが、2022年に3台から2台体制となっ
たことにより、前年度対比で大きく使用量が減少した。
また、営業・配送業務の効率化(運行日報による業務把握・効率化、配送部門
との打合せによるルート改善、積み合わせの改善）、運転効率向上（急加速・
停車を控える）なども引き続き行なっている。
今後も効率的な使用により燃料使用料削減に努めていく。

達成状況 取組結果とその評価、次年度の取組計画
数値目標 〇 目標達成

対基準 -1% -17%

kg-CO2 35,236 34,884 29,333

実績 達成度 評価
L 13,427 13,293 11,177 119% 〇

940 1,251 867 1,743 1,161 1,467796 1,514 1,443 1,069 990 1,403

7月 8月 9月 10月 11月 12月1月 2月 3月 4月 5月 6月

1,398 860 1,252 1,249 1,144 1,3131,084 986 1,085 943 1,049 1,065
1,316 713 1,087 1,168 1,027 9261,012 1,280 1,182 1,226 588 1,011

軽油使用量は目標に対し119%で達成、対基準年度では17％削減。

配送業務の効率化(運行日報による業務把握・効率化、配送部門との打合せ
によるルート改善、積み合わせ）、運転効率向上（急加速・停車を控える）の好
影響によると推察される。また配送の外注化や客先への引取依頼は燃料使
用量には影響するので、今後も自社運送と外注運送を業務全体とバランスを
取りながら、無駄な配送削減による燃料使用料削減に努めていく。

1,010 590 1,220 797 833 831659 812 1,215 975 1,026 1,208
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灯油使用量削減

灯油
使用量削減

(L) 合計

2019年 2,243

2020年 3,331

2021年 1,971

2022年 1,468

＜総括＞

ⅱ．廃棄物排出量削減

一般廃棄物の削減

一般廃棄物
削減

（t） 合計

2020年 3.06

2021年 2.88

2022年 1.87

＜総括＞

空調温度の適正化（暖房２０℃） ◎ 省エネ意識を浸透。適切な使用を推進している。

不要時の暖房停止 ◎ 適切な使用を行うことができた。今後も徹底していく。

達成状況 取組結果とその評価、次年度の取組計画
数値目標 〇 目標達成

kg-CO2 4,911 4,862 3,657
L 1,971 1,951 1,468 133% 〇

　　　　　　　　　　　　　  　年　度
　　項　目

基準 実績
2021年度 運用期間2021年1月～12月

（1月～12月） 目標 実績 達成度 評価

7月 8月 9月 10月 11月 12月1月 2月 3月 4月 5月 6月

対基準 -1% -26%

0 0 0 194 521 994649 467 248 259 0 0
0 0 0 66 0 443620 488 531 95 0 0

0 0 0 0 118 141520 200 488 0 0 0
0 0 0 210 149 0992 621 0 0 0 0

③梱包材の再使用／パレットの回収強化 ◎ 適切に実施することができた。　以上の３項目については、今後も徹底していく。

　　　　　　　　　　　　　  　年　度
　　項　目

基準 実績
2021年度 運用期間2022年1月～12月

（1月～12月） 目標

①ゴミ分別の徹底（可燃ごみ、不燃ごみ、資源ごみ） ◎ 適切に実施することができた。

②コピー用紙/プリント用紙の適正使用/再利用等 ◎ 適切に実施することができた。

軽油使用量は目標に対し133%で達成、基準年度比で26％削減。

第2工場の2022年第4四半期からの稼働減少、また本社工場2022年第4四半
期において灯油による暖房を行わなかった点、が大きな理由である。

【次期の目標】
空調温度の適正化、不要時の暖房停止など取り組む。

達成状況 取組結果とその評価、次年度の取組計画
数値目標 〇 目標達成

対基準 -1% -35%

1月 2月 3月 4月 5月 6月

t 2.88 2.85 1.87 152% 〇

実績 達成度 評価
Ⅱ．廃棄物排出量

0.26 0.26 0.26 0.26 0.26 0.260.26 0.26 0.26 0.26 0.26 0.26

7月 8月 9月 10月 11月 12月

0.21 0.11 0.13 0.10 0.08 0.110.30 0.19 0.17 0.17 0.19 0.14
0.25 0.19 0.22 0.22 0.28 0.270.24 0.27 0.30 0.20 0.22 0.26

目標に対し152%で達成、基準年度比で35％削減。

第2工場の2022年第4四半期からの稼働減少は大きく影響している。
また、ゴミ分別の徹底や紙資源の適正使用～再利用など社内への呼掛けを
地道に行い、従業員のゴミ削減意識の向上を図った。

来期も引き続き紙資源使用減少に向けて社内風土の啓発を続けていく。
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産業廃棄物の削減

産業廃棄物
削減

（t） 合計

2019年 8.78

2020年 12.19

2021年 5.37

2022年 5.34

＜総括＞

ⅲ．水道水使用量削減

水道水使用量の削減

Ⅲ．水道水使用量

削減

(㎥) 合計

2019年 348

2020年 447

2021年 347

2022年 299

＜総括＞

消耗品の適正管理、削減 ○ 適切に管理を行った。　以上の３項目については、今後も徹底していく。

　　　　　　　　　　　　　  　年　度
　　項　目

基準 実績
2021年度 運用期間2022年1月～12月

運搬資材(パレット等木材)のリサイクル化 ○ 適切に管理および廃棄を行った。

使用材料の無駄削減 ○ 適切に管理および廃棄を行った。

達成状況 取組結果とその評価、次年度の取組計画

数値目標 △ 目標達成

対基準 -1% -1%

1月 2月 3月 4月 5月 6月

ｔ 5.37 5.32 5.34 100% △

（1月～12月） 目標 実績 達成度 評価
Ⅱ．廃棄物排出量

1.15 0.00 2.65 0.00 0.00 0.890.00 0.00 1.47 1.15 0.32 1.15

7月 8月 9月 10月 11月 12月

0.00 1.61 0.00 0.14 0.00 1.740.00 0.00 1.25 0.19 0.44 0.00
1.34 0.00 2.07 0.16 0.90 2.880.31 1.31 0.69 2.53 0.00 0.00

清掃・手洗時の節水 ◎ 節水の呼びかけにより達成できたが、より徹底をはかる。

広報強化（節水シールの貼付けとポスター掲示） ◎ 上記に同じ

目標に対し99.6%で未達、基準年度比では1％削減。

不要となった金属くず（鉄、ステンレス、アルミ）、梱包用のくず、使用後の切削
油の濾過再利用などリサイクル・リユースを推進しています。
パレット等の運搬資材／梱包材については木製からプラスチック製のリユー
ス可能なものへの転換を推進。また木製のものについては、リサイクルを推
進し、使用済みのものは産業廃棄物として適切に管理し廃棄を行った。
また貸与パレットについては取引先との協定により確実な返却を推進した。

以上、これらの取組等により排出量の削減に寄与することができたが、目標
数値にはあと一歩及ばず。次年度以降、廃棄物の適正管理と削減に向けて
更に取組みます。

達成状況 取組結果とその評価、次年度の取組計画
数値目標 〇 目標達成

1.08 0.00 1.70 0.00 0.68 0.380.00 1.08 0.00 0.00 0.09 0.34

対基準 -1% -14%

1月 2月 3月 4月 5月 6月

㎥ 347 344 299 115% 〇

　　　　　　　　　　　　　  　年　度
　　項　目

基準 実績
2019年度 運用期間2022年1月～12月

（1月～12月） 目標 実績 達成度 評価

40 40 30 30 29 2923 23 29 29 25 25

7月 8月 9月 10月 11月 12月

27 26 26 28 28 2842 33 33 27 27 27
37 33 33 34 34 4231 36 36 48 48 37

目標に対し11５%で達成、基準年度比で14％削減。

主な使用用途はステンレスの電解水洗い。一般使用についても、節水ポス
ターや貼り付け、社内での呼掛けを通じて節水への意識が高まるようにした。

今後も周知徹底を図り、節水意識の向上を目指す。
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ⅳ．化学物質の適正管理

化学物質の適正管理

＜トルエン＞
（L） 合計

2020年 146

2021年 246

2022年 179

＜アセトン＞
（kg） 合計

2020年 28

2021年 28

2022年 0

＜総括　トルエン＞ ＜総括　アセトン＞

達成状況 取組結果とその評価、次年度の取組計画
数値目標 〇 目標達成

　　　　　　　　　　　　　  　年　度
　　項　目

基準 実績
2021年度 運用期間2022年1月～12月

（1月～12月） 目標 実績 達成度 評価

油/グリスなど新聞や布で拭き取り廃棄 ◎ 上記に同じ。

集塵機の細やかな清掃（酸化鉄の流出を無くすため） ○ 上記に同じ。　以上の４項目については、今後も徹底していく。

洗浄液・油・その他などを下水に流出させない ◎ 適正に取り扱うことができた。

酸性物質を中性物質に変更、電解洗浄に変更 ◎ 上記に同じ。

7月 8月 9月 10月 11月 12月1月 2月 3月 4月 5月 6月

○
対基準 -1% -27%

アセトン(kg) 28 28 0 ○
Ⅳ．化学物質の適正管理

トルエン（L) 246 244 179 136%

対基準 -1% -100%

45 34 34 34 22 220 11 11 0 0 34
11 22 22 34 0 220 0 11 0 0 22

7月 8月 9月 10月 11月 12月1月 2月 3月 4月 5月 6月

11 11 11 11 11 2222 11 0 22 11 34

14 0 0 0 0 00 14 0 0 0 0
0 0 14 0 0 014 0 0 0 0 0

目標に対し156%で達成、基準年度比で36％削減。

使用目的は製品の汚れ落としのため使用量は少ないが適正管理を
行うことができた。

来期以降も適正な管理を行う。

今期の使用はなし。
第2工場の稼働減少が要因である。

来期以降も適正な管理を推進する。
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ⅴ．環境に配慮した製品作り

環境に配慮した製品づくりへの施策

数値目標　：　顧客クレーム数削減 目標値には未達であったが、次年度も更に削減を進めていく。

Ⅴ．環境に配慮した製品作り

社内不良数削減

顧客クレーム数削減

＋

＜社内不良数低減＞
（件） 合計

2020年 102
2021年 94
2022年 72

＜顧客クレーム数削減＞
（件） 合計

2020年 96
2021年 40
2022年 45

＜総括　社内不良数削減＞ ＜総括　顧客クレーム数削減＞

達成状況 取組結果とその評価、次年度の取組計画
数値目標　：　社内不良数削減 〇 設計・製造ともに削減に努めることができた。次年度も更に進めていく。

評価

件 94 89 72 124%

×

　　　　　　　　　　　　　  　年　度
　　項　目

基準 実績
2021年度 運用期間2022年1月～12月

（1月～12月） 目標 実績 達成度

対基準 -5% 13%

1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月

〇
対基準 -5% -23%

40 38 45 84% ×

8
12 7 7 9 9 2 4 0 23

10 10 7 15 15 6

8月 9月 10月 11月 12月

0 0 0 19 12

6 1 4 4 5

1月 2月 3月 4月 5月

5 8 8
10 8 7 5 10 5 7

13 7 6
3 4 4 3 7 7 2

12月

0 0 0 16 12 12 11 10 9

6月 7月 8月 9月 10月 11月

6

目標に対し124%で達成、基準年度比で23％削減。
発生の多くはCAD部門由来によるもの。2022年度下半期CAD作業
担当者の変更があり、結果減少にもつながった。
＜取組＞
削減に向けて、社内不良表の作成及び社内インフラによるデータ共
有、また月毎に、社内不良・不具合報告を、朝礼にて社員に周知し、
品質向上・低減へ意識付けを行っている。
また、発生事案の把握、原因究明の会議を行い、事後の再発低減
を図ってた。今後更なる技術教育の強化を図っていく。

目標に対し84%で未達成、基準年度比で13％増加。
発生の多くは曲げ部門由来のもの。2022年下半期に曲げ作業担当者の
変更がありその影響が考えられる。
＜取組＞
顧客クレームの把握表の作成及び社内インフラによるデータ共有、また月
毎に報告を、朝礼にて社員に周知し、品質向上・低減へ意識付けを行って
いる。また、発生事案の把握、原因究明の会議を行い、事後の再発・低減
を図った。
今後更なる技術教育の強化を図っていく。
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Ⅸ．環境関連法規等の遵守状況の確認及び評価の結果，並びに違反，訴訟の有無
法的義務を受ける主な環境関連法規は次の通りです。

適用される事項（施設・物質・事業活動等）

業務用空調設備の定期点検の実施、記録、記録の保管
性状及び取扱に関する情報（ＳＤＳ）の受取
危険物の保管
高圧ガスの保管

化学物質の使用は年間１ｔ未満のため、排出・移動の把握義務はないが、自主的に排出移動の把握を行っています。
なお、違反、訴訟等も過去３年間ありませんでした。また、関係当局より違反等の指摘はありませんでした。

Ⅹ．外部からの環境上の苦情・要請等
2022年1月～12月の運用期間において、外部からの環境上の苦情・要請等はありませんでした。

Ⅺ．緊急事態対応の試行・訓練
緊急事態の想定： 火災の発生
■実施日：2022年12月26日
■参加者：

■実施内容： □通報訓練　☑消火訓練　□避難訓練

■評価： 手順書の変更の必要性 □ あり ☑ なし

■実施状況の様子

Ⅻ．代表者による全体の評価と見直し・指示
実施日：

環境経営方針 ☑ 変更なし □ 変更あり

環境経営目標・計画 ☑ 変更なし □ 変更あり

実施体制 ☑ 変更なし □ 変更あり

適用される法規 遵守評価

廃棄物処理法

一般廃棄物、産業廃棄物（廃プラ、木屑、廃油等）の適正処理。
産業廃棄物は排出事業者の責務として下記取組を行い遵守している。
　①産業廃棄物収集業者との契約内容の確認　②業者の認可確認、
　③マニフェスト交付と管理　④保管場所の掲示版設置
　⑤産業廃棄物管理票交付状況報告書を神戸市および姫路市に提出

遵守

代表取締役 山田　秀昭 2023年1月25日

　2020年4月から運用開始し、今年2022年度は3年目の取組となります。
　従業員一丸となって事業活動そしてエコアクション21を通じた環境活動に取り組んできました。従業員の環境に対する意識も向上してきたと感じ
でいます。
　そして計画通りに各活動が遂行されたこと、そしてほぼすべての目標が達成されたことを評価します。

　CO2排出量低減については、工場での効率的な生産活動、事務所及び工場での電力使用の適正化、また自社配送状況 の見直しを実施してい
ることが、電力・ガソリン・軽油使用量に効果的な影響を及ぼしたと考えます。
　また2021年に取組んだ高効率・省エネのレーザー加工機といった生産設備の導入と照明のLED化の効果を確認することができました。当社の
CO2排出量の８割強を占める電力使用量の低減へ良い効果を及ぼしたと評価しています。
　一方、経営環境の変化により、2022年度第4四半期以降、第２工場の操業活動の一時縮小を行いました。このことはエネルギ―消費等の減少へ
少なからず影響を及ぼした面があります。
　廃棄物に関しては、目標には及ばなかったものの、従業員が中心となって整理整頓清掃活動を行い、総量の把握と削減に取り組んだことは評価
できる点です。
　また環境に配慮した活動という点では、製品の社内不良数、顧客クレーム数の低減として取り組み社内全体として意識付けが行われました。
2022年度の目標数値は、顧客クレームの改善について未達の結果ですが、EA21運用開始時の3年前と比較すると大きく減少し改善された点は評
価できます。なお、受注量や業務量が増加する際にはエコロジーの観点が見落とされがちになりますので、更に意識を高め、よりよい製品づくりの
根幹として、今後も引き続き向上させていくべく取組んでいきます。
　
　2023年は新型コロナ禍の影響が一服し、当社の経営を取り巻く環境も変化の兆しを見せると考えています。今年度、新たなチャレンジとともに、
環境への取り組みもより強化し、社会への更なる貢献を目指していきたいと考えています。

高圧ガス保安法 遵守

■実施場所：本社工場

15名

消防訓練：本社工場１階入口付近から火災が発生したと想定し、消火器の使用方法の講習及び従業員による訓練を
行った。

火災時における消火器の適正な使用方法を確認を行うことができた。

フロン排出抑制法 遵守
化管法（PRTR法） 遵守
消防法（危険物） 遵守
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■環境委員会の実施

毎月、環境責任者のもと各部署代表を招集し、「環境委員会」を実施。

電力使用量、ガソリン/軽油使用量、水使用量、廃棄物処理状況、ミストラブル等、活動状況の振返りと

今後の活動について委員を中心に協議を行っている。

　　　　《環境委員会　会議風景》

■エアコンの定期清掃及び設定温度指示

　環境に配慮したエアコンの使用を実施。

　各エアコンに夏季・冬季での使用時の設定温度を表示

　設定温度を下記は28℃、冬季は20℃に設定し使用しています。

　毎月エアコンフィルターを清掃し効率的な冷暖房の使用を心がけています。

　3カ月に一度空調の毎月エアコンフィルターを清掃し効率的な冷暖房の使用を心がけています。

■節電・節水の呼び掛けの実施

　電力量削減を目的として、各部署の照明スイッチ付近に節電の呼び掛けを掲示。

　水使用量削減を目的として、各部署の水道に節水呼び掛けを掲示。

　身近なところから節電活動を行っています。

■定期的な周辺環境清掃活動の実施

　月1回、当社周辺地域の清掃活動を通じて、地域環境の保全及び意識向上に向けた取り組みをしています。
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